
 

 

 

報道関係各位 

件 名  「都営大江戸線」におけるふるさと納税、農のある暮らし

及び本市のプロモーションについて 

 

１概要 

飯能市は、全国への認知度拡大及び自主財源の確保に伴い、第５次総合振興計 

画における将来都市像の実現に向けた重点戦略の一つである「ふるさと納税」の

積極的な推進と本市のシティプロモーションを展開しています。 

このたび、全国からの寄附賛同者を求めるにあたり「都営大江戸線」による鉄

道広告を下記のとおり実施します。 

 

2 内容 

（１）実施期間 ２０１８年１２月２４日（月・祝）～２０１９年１月６日（日） 

計１４日間 

（２）掲出車両 都営大江戸線メディアライナー １編成（８車両） 

（３）運  行 ４～５往復／日（１日平均乗客数約９５万人）   

実施期間１４日間で５６～７０往復を予定 

（４）訴求内容 ①ふるさと納税 

        ②移住定住促進（農のある暮らし） 

        ③観光 PR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 
飯    能    市 

記 者 発 表 資 料 

 平成３０年１１月２７日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）路線図・所要時間 

内回りは、光が丘 - 都庁前 - 大門 - 両国 - 都庁前着まで 

外回りは、都庁前 - 両国 - 大門 - 都庁前 - 光が丘着まで 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

《都営大江戸線の特徴》 

平成２３年度以降は都心回帰の追い風を受けて乗客数は増加傾向で推移

しており、環状部を中心に沿線の大型プロジェクトや大規模マンションの

着工が相次いでいることなどから、乗客数の増加傾向にある路線です。 

 

「ふるさと納税」の推進により本市の認知度拡大とともに寄附を全国から募る

ため本市のプロモーションを展開する中、このたび１日の平均乗客数が都営地下

鉄線の中では最も多い「都営大江戸線」において、1 編成丸ごと使った鉄道広告

を実施することといたしました。 

このような取組みは初めての試みであり、「本市のふるさと納税のご紹介」及び

「自然と都市機能が調和した暮らしやすい都市を目指した飯能市」を鉄道に乗車

された方々に魅せるものとなっています。 

担当者 賑わい創出課長 大野 

連絡先 ℡ 042-978-5093（直通） 

まちづくり推進課長 吉田 

連絡先 ℡ 042-973-2268（直通） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E5%BF%83%E5%9B%9E%E5%B8%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3

